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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年２月期第３四半期 568,681 － 13,559 △31.2 14,151 △30.0 9,652 △29.6

2022年２月期第３四半期 574,761 1.1 19,705 △6.8 20,222 △7.0 13,711 △5.0

（注）包括利益 2023年２月期第３四半期 9,735百万円（△28.2％） 2022年２月期第３四半期 13,559百万円（△4.9％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年２月期第３四半期 205.93 －

2022年２月期第３四半期 292.55 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年２月期第３四半期 284,297 116,606 41.0 2,487.70

2022年２月期 270,229 110,299 40.8 2,353.44

（参考）自己資本 2023年２月期第３四半期 116,606百万円 2022年２月期 110,299百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭
2022年２月期 － 30.00 － 40.00 70.00

2023年２月期 － 35.00 －

2023年２月期（予想） 35.00 70.00

（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 763,000 － 17,000 △25.9 18,000 △24.0 11,500 △24.4 245.36

１．2023年２月期第３四半期の連結業績（2022年３月１日～2022年11月30日）

（参考）営業収益は、売上高と営業収入の合計であります。

　　　　売上高　　2023年２月期第３四半期　      548,649百万円（ －％）　　　　2022年２月期第３四半期　     557,313百万円（1.1％）

　　　　営業収入　2023年２月期第３四半期　       20,032百万円（ －％）　　　　2022年２月期第３四半期　      17,447百万円（2.1％）

(注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。
2023年２月期第３四半期に係る各数値は、当該会計基準等を適用後の数値となっており、営業収益は対前年同四半期増減率は記載しており
ません。

（２）連結財政状態

(注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。
2023年２月期第３四半期に係る各数値は、当該会計基準等を適用後の数値となっております。

２．配当の状況

（注）１　直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無
　　　２　2022年２月期期末配当金の内訳：普通配当 30円00銭　　創業60周年記念配当 10円00銭

３．2023年２月期の連結業績予想（2022年３月１日～2023年２月28日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、上記の業績予想は当該会計基準等
を適用した金額となっておりますが、比較対象となる会計処理方法が異なるため、営業収益の対前期増減率は記載しておりません。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年２月期３Ｑ 49,450,800株 2022年２月期 49,450,800株

②  期末自己株式数 2023年２月期３Ｑ 2,577,758株 2022年２月期 2,583,502株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年２月期３Ｑ 46,870,373株 2022年２月期３Ｑ 46,867,592株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項
（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

(注) 期末自己株式数には、「取締役向け株式交付信託」の信託財産として株式会社日本カストディ銀行（信託

口）が保有する当社株式（2023年２月期３Ｑ 84,300株、2022年２月期 90,300株）が含まれています。

また、株式会社日本カストディ銀行（信託口）が保有する当社株式を、期中平均株式数の計算において控

除する自己株式に含めています。（2023年２月期３Ｑ 87,130株、2022年２月期３Ｑ 90,300株）。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ

「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

第１四半期連結会計期間より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を適用しております。こ

の結果、前第３四半期連結累計期間と収益の会計処理方法が異なることから、以下の経営成績に関する説明におい

て、営業収益及び売上高については、増減額及び前年同四半期比（％）を記載しておりません。また、営業利益等

については、影響が軽微なことから前年同四半期の金額を記載しております。

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症対策を取りつつ社会経済活動の正

常化が進められてきました。一方では、不安定な国際情勢を背景とした資源価格の上昇によるコストプッシュ型イ

ンフレの進行、欧米の景気後退リスク、急激な円安の進行等により、先行き不透明な状況が継続しております。

当社グループの事業領域である食品スーパー業界におきましては、業種・業態の垣根を超えた競争の激化、原材

料の調達価格の上昇、水道光熱費をはじめとした各種コストの上昇等、企業運営を取り巻く環境は厳しさを増して

おります。

こうした経営環境の下、本年度は、お客様に信頼される地域一番店を実現するために2018年度からスタートした

中期計画の総仕上げの年度と位置づけ、同質化競争から脱却し差別化を推進するとともに各種施策に取り組んでお

ります。具体的には、からだに優しい素材や製法、健康や自然志向にあわせたプライベートブランドである「BIO-

RAL（ビオラル）」をはじめとしたオリジナル商品の開発強化、「BIO-RAL（ビオラル）」の考えに基づいた品揃え

コーナーの設置店舗を全店舗の約７割にあたる207店舗に拡大、Amazonプライム会員向けサービスを含むネットス

ーパー事業の拡大、積極的な出店等に取り組んでおります。また、４月に旗艦店として開店した「セントラルスク

エア恵比寿ガーデンプレイス店」については、「日々のお買い物を、便利から楽しいへ」をコンセプトとした『セ

ントラルスクエア』と「オーガニック、ローカル、ヘルシー、サステナビリティ」をコンセプトとする『BIO-

RAL（ビオラル）』の２業態の要素に、リアル店舗とネットスーパーを融合させた次世代スーパーマーケットと位

置付け、多くのお客様からご支持をいただき好調に推移しております。

更に、持続可能で豊かな社会の実現に向けた取り組みとして、年間4,000トン以上の食品廃棄物の削減と再生可

能エネルギーの創出を実現する業界最大規模の天保山バイオガス発電設備を３月から本稼働、東京本社・大阪本社

及び大阪本社に隣接するセントラルスクエア西宮原店で使用している電力を４月から全て再生可能エネルギー由来

の電力に切り替えております。そして電力価格高騰、電力逼迫への対応として店舗及び本社では、空調の設定温度

調整や照明の一部消灯等の節電に取り組んでおります。

また、社会貢献の一環として、京都市等が立ち上げた支援組織「ウクライナ・キーウ京都市民ぐるみ受入支援ネ

ットワーク」に協力するため、京都市内在住のウクライナから避難された方々へ食料品・生活用品を提供いたしま

した。

新規店舗は、上記の「セントラルスクエア恵比寿ガーデンプレイス店（東京都）」に加え４月にカメイドクロッ

ク店（東京都）、堀川北山店（京都府）、５月にビオラル新宿マルイ店（東京都）、７月に守口滝井店（大阪

府）、西荻窪店（東京都）、９月に豊洲店（東京都）、花園中央公園店（大阪府）、四条大宮店（京都府）、10月

にビエラ蒔田店（神奈川県）の10店舗を出店するとともに、既存店舗の志紀店、大淀中店、市川国分店で健康志

向・簡単・便利に対応した商品群、冷凍食品等の品揃えを拡充するとともに、セントラルスクエアなんば店別館に

近畿圏最大規模の「BIO-RAL（ビオラル）」コーナーを設置する等４店舗で改装を行いました。

当社グループの業績におきましては、新規店舗、ネットスーパーの拡大、「BIO-RAL（ビオラル）」等のプライ

ベートブランド商品の強化、おいしさを追求した商品施策等を実施した結果、営業収益は5,686億81百万円となり

ました。一方、販管費は、水道光熱費の高騰、新規出店に伴う賃借料等の各種物件費の増加に加え、採用強化等に

伴う人件費も増加し、営業利益は135億59百万円（前年同四半期197億５百万円）、経常利益は141億51百万円（前

年同四半期202億22百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益は96億52百万円（前年同四半期137億11百万円）

となりました。

セグメントごとの業績は次のとおりです。

（小売事業）

営業収益は5,685億43百万円、売上高は5,486億49百万円、セグメント利益は139億19百万円（前年同四半期201億

46百万円）となりました。

なお、部門別売上高は、生鮮食品部門が2,400億86百万円、一般食品部門2,437億49百万円、生活関連用品部門

478億84百万円、衣料品部門169億28百万円となりました。

（その他）

株式会社ライフフィナンシャルサービスの営業収益は19億９百万円（前年同四半期17億87百万円）、セグメント

利益は２億31百万円（前年同四半期76百万円）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、2,842億97百万円と前連結会計年度末に比べ140億67百万円増加いた

しました。

流動資産は、829億47百万円と前連結会計年度末に比べ84億66百万円増加いたしました。これは主として現金及

び預金が38億65百万円、売掛金が25億90百万円、それぞれ増加したことによるものであります。

固定資産は、2,013億49百万円と前連結会計年度末に比べ56億１百万円増加いたしました。これは主として店舗

の新設や土地取得などにより減価償却後の有形固定資産が54億41百万円増加したことによるものであります。

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、1,676億90百万円と前連結会計年度末に比べ77億60百万円増加いた

しました。これは主として短期借入金及び長期借入金の合計が60億68百万円、買掛金が45億63百万円、それぞれ増

加し、未払法人税等が22億43百万円減少したことによるものであります。

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、1,166億６百万円と前連結会計年度末に比べ63億６百万円増加い

たしました。これは主として利益剰余金が62億11百万円増加したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年２月期の連結業績予想につきましては、2022年10月11日発表の「業績予想の修正に関するお知らせ」で公

表いたしました通期の連結業績予想からの変更はありません。

なお、新型コロナウイルス感染症の今後の当社グループの事業へ与える影響については依然合理的に見通すこと

が困難な状況にあります。特に本年度後半以降の業績見通しにつきましては、当社が現時点で想定し得る要素を可

能な限り織り込んで作成しておりますが、今後の景気・個人消費動向を注視し、連結業績予想の見直しが必要とな

った場合には、速やかに開示することといたします。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,809 13,674

売掛金 8,133 10,723

商品及び製品 23,880 26,540

原材料及び貯蔵品 258 236

その他 32,399 31,771

流動資産合計 74,480 82,947

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 86,648 91,840

土地 39,256 39,709

その他（純額） 24,584 24,382

有形固定資産合計 150,490 155,931

無形固定資産 3,508 3,277

投資その他の資産

差入保証金 24,086 24,519

その他 17,704 17,662

貸倒引当金 △41 △41

投資その他の資産合計 41,749 42,139

固定資産合計 195,748 201,349

資産合計 270,229 284,297

負債の部

流動負債

買掛金 41,666 46,229

短期借入金 38,500 38,350

１年内返済予定の長期借入金 14,865 14,107

未払法人税等 3,901 1,658

賞与引当金 2,555 439

販売促進引当金 1,963 25

その他 29,026 32,314

流動負債合計 132,478 133,124

固定負債

長期借入金 12,248 19,225

役員株式給付引当金 56 43

退職給付に係る負債 2,999 2,956

資産除去債務 5,014 5,329

その他 7,132 7,012

固定負債合計 27,451 34,566

負債合計 159,929 167,690

純資産の部

株主資本

資本金 10,004 10,004

資本剰余金 5,628 5,628

利益剰余金 99,221 105,432

自己株式 △3,930 △3,917

株主資本合計 110,923 117,147

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 357 426

土地再評価差額金 △1,114 △1,114

退職給付に係る調整累計額 133 147

その他の包括利益累計額合計 △623 △540

純資産合計 110,299 116,606

負債純資産合計 270,229 284,297

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年11月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年３月１日

　至　2022年11月30日)

売上高 557,313 548,649

売上原価 385,681 378,723

売上総利益 171,631 169,925

営業収入 17,447 20,032

営業総利益 189,079 189,958

販売費及び一般管理費 169,374 176,399

営業利益 19,705 13,559

営業外収益

受取利息 107 98

受取配当金 32 27

リサイクル収入 205 264

データ提供料 110 112

その他 278 291

営業外収益合計 734 795

営業外費用

支払利息 141 138

その他 76 64

営業外費用合計 217 203

経常利益 20,222 14,151

特別利益

投資有価証券売却益 249 －

特別利益合計 249 －

特別損失

固定資産除却損 86 38

減損損失 161 －

店舗閉鎖損失 71 －

新型コロナウイルス感染症による損失 ※１ 66 －

投資有価証券売却損 7 －

その他 － 2

特別損失合計 394 40

税金等調整前四半期純利益 20,078 14,110

法人税、住民税及び事業税 6,398 4,578

法人税等調整額 △31 △120

法人税等合計 6,367 4,458

四半期純利益 13,711 9,652

親会社株主に帰属する四半期純利益 13,711 9,652

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年11月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年３月１日

　至　2022年11月30日)

四半期純利益 13,711 9,652

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △162 69

退職給付に係る調整額 10 13

その他の包括利益合計 △151 82

四半期包括利益 13,559 9,735

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 13,559 9,735

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下、「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

収益認識会計基準等の適用による主な変更点は以下のとおりであります。

１．代理人取引に係る収益認識

消化仕入取引に係る収益について、従来、顧客から受け取る対価の総額を売上高として計上するとともに、仕

入先に支払う対価の総額を売上原価に計上しておりましたが、顧客に対する商品等の提供における当社の役割が

代理人と判断される取引のため、顧客から受け取る対価の総額から仕入先へ支払う対価の総額を控除した純額で

収益を認識する方法に変更しております。なお、当該収益は売上高ではなく営業収入に計上しております。

２．自社ポイント制度に係る収益認識

当社では、カスタマー・ロイヤルティ・プログラムを提供しており、会員の購入金額に応じてポイントを付与

しております。従来、顧客に付与したポイントの利用に備えるためポイントとの交換に要すると見込まれる金額

を販売促進引当金として計上し、販売促進引当金繰入額を販売費及び一般管理費として計上しておりましたが、

当該ポイントを履行義務として識別し、将来の失効見込み等を考慮したポイントの独立販売価格を算定して取引

価格の配分を行う方法に変更しております。

この変更により、販売費及び一般管理費として計上していたものを売上高より控除する方法とするとともに、

前連結会計年度の連結貸借対照表上において、「販売促進引当金」で表示していた購入金額に応じて付与したポ

イントに係る負債は「契約負債」とし、流動負債の「その他」に含めることとしております。

３．自社発行クーポン、他社ポイントに係る収益認識

顧客への販売における自社発行クーポン、他社ポイントについて、従来は、総額を売上高として計上し、利用

された自社発行クーポン、付与した他社ポイントは販売費及び一般管理費の販売促進費として計上しておりまし

たが、顧客から受け取る対価の総額から当該費用を控除した純額で収益を認識する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は17,634百万円減少、売上原価は11,309百万円減少、営業収入

は2,313百万円増加、販売費及び一般管理費は4,004百万円減少、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純

利益はそれぞれ５百万円減少しております。また、利益剰余金の当期首残高は80百万円増加しております。

なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方

法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　

2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約

から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、当第３四半期連結累計期間に係

る四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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（四半期連結損益計算書関係）

※１　新型コロナウイルス感染症による損失

前第３四半期連結累計期間（自 2021年３月１日　至 2021年11月30日）

新型コロナウイルス感染症拡大により、店舗などにおいて発生した商品廃棄損、消毒費用や賃料減免によ

るテナント支援等を新型コロナウイルス感染症による損失として特別損失に計上しております。

当第３四半期連結累計期間（自 2022年３月１日　至 2022年11月30日）

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他（注）２ 合計 調整額

四半期連結
損益計算書

計上額（注）３小売事業

営業収益　（注）１

外部顧客への営業収益 574,054 707 574,761 － 574,761

セグメント間の内部

営業収益又は振替高
2 1,080 1,082 △1,082 －

計 574,056 1,787 575,843 △1,082 574,761

セグメント利益 20,146 76 20,222 － 20,222

（単位：百万円）

報告セグメント
その他（注）２ 合計 調整額

四半期連結
損益計算書

計上額（注）３小売事業

営業収益　（注）１

顧客との契約から生じる収益 564,585 811 565,397 － 565,397

その他の収益　（注）４ 3,284 － 3,284 － 3,284

外部顧客への営業収益 567,869 811 568,681 － 568,681

セグメント間の内部

営業収益又は振替高
673 1,098 1,771 △1,771 －

計 568,543 1,909 570,453 △1,771 568,681

セグメント利益 13,919 231 14,151 － 14,151

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2021年３月１日　至　2021年11月30日）

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

　（注）１　営業収益は、売上高と営業収入の合計であります。

２　「その他」はクレジットカード事業等であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2022年３月１日　至　2022年11月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

　（注）１　営業収益は、売上高と営業収入の合計であります。

２　「その他」はクレジットカード事業等であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

４　その他の収益には、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）に基づく不動産賃貸収入等が

含まれております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

「注記事項（会計方針の変更）」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基

準等を適用し、収益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方

法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて当第３四半期連結累計期間の「小売事業」の売上高は17,634百万

円減少（全額、顧客との契約から生じる収益）、営業収入は2,985百万円増加（うち、顧客との契約から

生じる収益2,313百万円、セグメント間の内部営業収益又は振替高671百万円）、セグメント利益は５百万

円減少しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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